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(1) 動機： FABEE Project では森林環境における自

然環境，野生動物の生態モニタリングを目的と

して，センサーネットワークや遅延耐性ネット

ワーク技術を応用した，動物指向クラウドの構

築を目指し設計と課題の検討を行っている．こ

れまでの動物の生態観測では単純な FM 発信器

や，定点カメラによる映像記録などにより情報

を取得する手法が採られてきた．しかし対象と

なる森林に観測者が立ち入ることが困難であっ

たり，森林が広範囲におよび観測者が全域を巡

回することが困難である場合などでは効果的な

観測ができない．そこで，低消費電力の通信規

格である IEEE802.15.4 を用い，動物をキャリア

としてデータを運搬・リレーすることで広域の

森林環境でも効率的なデータ収集を可能とする． 

 

(2) アプローチ： 本研究では，動物指向クラウドネ

ットワークを実現するために，図 1 のような首

輪型のデバイスとねぐら近辺に設置する基地局

デバイスによって構成されるネットワーク“首

輪＋ねぐらネットワーク”を提案する．動物の

生活拠点付近に固定的に設置し，環境情報のモ

ニタリングとデータの送信・転送を行うネット

ワークセンサデバイスをねぐら基地局と呼ぶ．

ねぐら基地局は環境情報を取得するセンサと

GPS を用いた位置基準局の機能を持たせる．観

測対象となる森林領域と外界の境界域にあるね

ぐら基地局には外部ネットワークへの定常的な

接続性を確保し，森林内部に設置するねぐら基

地局は外部への定常的なネットワークは確保し

ない．また，動物に装着し動物の移動・接触の

モニタリングとねぐら基地局の観測データを含

めた，データの送信・転送を行うデバイスを首

輪ノードと呼ぶ． 

 

(3) 意義： 単なるセンサの小型化や高度化ではなく、

野生動物の本来を生態をも利用したセンシング

機構の実現することに意義がある． 

 

(4) 特徴： 

・ 放射能汚染等で対象となる森林に観測者が立

ち入ることが困難である場合等で効果的なシ

ステム 

・ 動物用の首輪型のデバイスとそのねぐら近辺

に設置する基地局デバイスによって構成され

るネットワーク“首輪＋ねぐらネットワーク”  

・ 動物をキャリアとしてデータを運搬・リレー

することで広域の森林環境でも効率的にデー

タ収集可能 

 

(5) 今後の展開： 森林環境でのネットワークエミュ

レションの為の電波伝搬特性の基礎知見を得る

ために，開発したプロトタイプモデル（図 2）
と GIS を用いた電波伝搬特性の計測実験を行う．

 
図 1： 動物指向クラウドネットワーク（イメージ） 

 

 
図 2： プロトタイプと屋外実験の様子 

 


